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(1,0) 3 4/3 0
(1,1) 8 3 (-0.03十+0.13)
(2,0) 6 10/3 (-0.04ト(-0.16)
(2,1) 15 16/3 (-0.08ト(-0.31)
(3,0) 10 6 (-0.09)1-0.37)
(2,2) 27 8 (-0.1叶+0.52)
(3,1) 24 25/3 (-0.13ト(-0.55)
(4,0) 15 28/3 (-0.15)一十0.63)
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論文審査の結果の要旨
安需千年氏は博士課程を通じて､一貫して最先端の幅射補正計算技術の開発に携わってきた｡これまで
の発表論文は､3ループQCDポテンシャルの計算 (Phys.Rev.Lett.掲載)､ポテンシャルにおけるカシ
ミアスケーリング則の破れ (Nucl.Phys.B掲載)､ループ積分に現れる多重和評価のアルゴリズム
(∫.Math.Phys.査読中)である｡この分野の過去10-20年間の進展は著しく､今後も更なる発展が期待
される分野である｡その中で安粛氏は､最先端の研究者に比肩する能力を発拝してきた｡困難な計算に取
り組み､着実に新たな計算技術を発展させ､重要な結果を出してきた｡博士学位論文では､まず3ループ
QCDポテンシャルの計算を概観したのちに､カシミアスケーリング則の破れ､多重和評価のアルゴリズ
ムを理論的に考察している｡
QCDポテンシャルは強い相互作用の基本的物理量であり､1970年代から活発に研究されてきた｡長年
所望されてきた3ループ補正を安粛民らが計算したことの意義とその応用は多岐に渡るOまた､格子計算
による経験則として知られてきたポテンシャルのカシミアスケーリング則の破れを､3ループ計算で初め
て定量的に予言した｡直近の研究では､高次の幅射補正計算に現れる多重和を解析的に評価するための新
しいアルゴリズムを開発し､その応用法を提示した｡これらのアルゴリズムを実装した多重和評価のため
のソフトウェアを公開した｡
2013年2月1日に､学位論文に基づき､安窮民は5名の審査委員の前で堂々と自分の研究について発表
を行なった｡これまでの3本の発表論文に基づく博士学位論文の内容について40分の講演は明快であり､
その後で出た質問に対しても適切に答えていた｡論文内容が高いレベルにあることが､審査委員全員の一
致した評価である｡
安欝氏はこれまでに学会などで講演やポスター発表を行なってきたOまた海外の大学でセミナーや研究
討論を行なうなど､国際的な研究活動の経験も積んできた｡今後の研究活動については問題ないと考えら
れる｡
このように安粛氏は自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る.したがって､安賓千年氏提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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